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久が原地区管内
＜世帯数＞
13,682世帯

令和2年12月1日現在

＜人口＞
男 14,166人
女 15,023人
計 29,189人

　今まで成人の日に綺麗な振袖を着て歩く姿に憧れて
いましたが、もう今年は自分が振袖を着て二十歳になる
ということに驚きを感じています。物心ついた時から暮
らす久が原ではたくさんの大切な思い出があります。幼
い頃は気付けませんでしたが、両親や地域の方々に見
守っていただきながら、自分らしく過ごすことができた
二十年間でした。感謝の気持ちでいっぱいです。成人と
いう人生の大きな区切りの中で、今まで与えてもらっ
たものに恥じぬよう私自身成長していきたいです。｠

　二十歳になるということの意味を、私は今まであまり
よく考えたことがありませんでした。とりあえず二十歳に
なれば飲酒や喫煙、少し前なら選挙権など今までできな
かったことが勝手に解除され、自動的に大人になるもの
だと思っていました。ただただ生活を二十年繰り返して
いるだけで、試験もなく制約が解除されるということは
今考えると変な感じがしますが、昨日の続きの生活を繰
り返したことにはそれなりの意味があるのだと思いまし
た。学校に通うことや友達と遊ぶことなどのいわゆる青
春と呼ばれるものは、人生の最初の二十年に凝縮されて
いて、その中で得られることがとても重要なことなのだ
と考えさせられました。
　私は小中高校を経て今年二十歳になります。まだ成人
になるという実感は湧きませんが、私なりに大人になる
ということの意味を考え、身体だけでなく心も二十年間
生きてきた分、成長できるよう頑張りたいと思います。

　令和２年４月１日付で久が原特別出張所長に
就任いたしました三上浩史と申します。
　コロナ禍の今は「新しい〇〇〇」と言われ
変化が求められる時代です。その中にあっても
久が原地域に根付いている人と人との関係・協
力や助け合い等が変わらずに続くよう、大切に
しながら邁進してまいります。どうぞよろしく
お願いいたします。

久が原地区自治会連合会 会長
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地域のチカラを大切に
久が原特別出張所長

三上　浩史

ふりだし

　新年明けまして
おめでとうございます。

　令和２年は、新型コロナウィルス感染症の影響
により、自治会の活動・行事が自粛や中止になり
ました。しかし昨年の十月より自治会員の皆様の
ご協力により、募金活動や回覧板等の再開で少し
ずつ日常を取戻しつつあります。
　今年は丑年です。新型コロナウィルスの蔓延で
まだ耐え忍ぶ年になるかもしれません。牛はゆっ
くりでも地道に進むといいます。久が原地区でも
強い地域力により、災害に強い安心安全な町作り
を目指し、新たな発展へと繋げる年にするため
地域の皆様のご協力を本年も引き続きよろしく
お願い申し上げます。
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♦ヒルズ久が原自治会震災訓練
【開催日】２月14日(日)９：００～(予定)
【場　所】ヒルズ久が原全域

〈問い合わせ先〉  久が原特別出張所
03-3752-4271

お知らせ
出世観音「除夜祭」中止
元旦９時からお札配布

　数江家住宅は、スパニッシュ風の外観とともに内部
には本格的な茶室を備える数寄屋風意匠の和洋折衷
住宅で、ヴォーリズ建築事務所の東京支店長であった
松ノ井覚治（1895-1982）の設計によるものとされ
ています。松ノ井は米国で建築設計を学び、住宅・教
育施設・キリスト教会等、スパニッシュ様式の建物を
数多く残しました。
　竣工は昭和14（1939）年と考えられ、戦時色が濃く
なり始めた時期であったにもかかわらず、良質の材料と
優れた職人技術の普請により当時の形式をそのまま残
し、歴史的景観に寄与する優れた住宅として、昨年８月、
国の登録有形文化財に指定されました。（通常時非公開）

監修　大川三雄（大田区文化財保護審議会委員）
URL　http://hhtrust.jp/hh/kazue.html

久が原の登録有形文化財

数江家住宅

※写真左上・左下は大田区教育委員会提供、右上・右下は撮影者:須藤史朗氏

【編集後記】
　昨年は新型コロナウィルス感染症対策のた
め会合や取材ができず、やむなく夏号・秋号
を休刊させていただきました。
新年号を121号として、感染予防を心がけ
て再スタートしました。
　今年もご愛読のほどよろしくお願いいたし
ます。

種田 なおみ
おいた

　オール久が原は、久原小学校を母体に活動
していた３つの少年野球チーム(久が原イー
グルス・久が原タイガース・ギデオン)を統合
し、平成20年に誕生したチームです。久原小
学校の校庭や多摩川ガス橋緑地少年野球場
をお借りして活動しています。選手である子
どもたちをみると、足の速い子もいれば、運
動が苦手な子もいます。また、お話が好きな
子もいれば黙々と練習を続けている子がいま
す。さまざまな個性を持った選手１人１人を
見つめ、それぞれに合わせて言葉掛けをして
います。はじめのうちは「野球って楽しい
なぁ」から始まり、徐々に負ける悔しさや勝つ
喜びを味わうようになります。勝つためには
努力が必要です。そしてチームとして仲間を

思いやる気持ちが無くてはチームプレーに繋
がりません。そのような中で野球を通じて、技
術・体力の向上だけでなく、あいさつの大切
さや道具を大切に扱うこと、また野球ができ
る環境に感謝の気持ちを持つこと等も学ん
で欲しいと思っています。
　一昨年12月の卒団式で、ある６年生が「精
神面も鍛えられました」と話してくれました。
親御さん曰く、野球を始めた頃の体力テスト
はD判定だったとの話もありましたが、野球
を続けることで率先して鍛錬を積む姿も見ら
れる様になり、自信もついたのだなと感じま
した。そして、仲間と共に分かち合った悲しみ
や喜びはこれからの人生での糧になると信じ
ています。

　『あきらめずに挑戦する』と
いうのは、言葉以上に大変な
ことですが、オール久が原は、
熱い情熱で、選手である子ど
もたちを応援し続けていきま
す。地域で野球に興味のある
お子様・ご家庭がありました
ら、ぜひ見学や体験にいらして
ください。

お問合せは、下記までメール
でお願いします。
kato.coach28@gmail.com

オール久が原

　川田さんは、久が原3丁目のパッケージプラザ  カワタ
の会長でもあります。今は、食品容器、包装用品など幅
広く扱う専門店ですが、昭和6（1931）年創業、お父様が
木製の折箱製造販売を始められました。その時は羽田に
お店がありましたが、空襲で焼けてしまったので、昭和
19年にお母様の出身地である久が原に移られました。
　戦後は経木の折箱が、弁当や専門店(すし屋、うなぎ屋
など)からの需要が増え、十中生時代には製造が忙しく
なると授業中に迎えが来て、手伝わされたそうです。
　その後時代が変化し、スーパーやコンビニができると
必要になったのがトレーやパックなど。お店で扱うものも
時代が求めるものへと変化しました（しかし現在も折箱
の製造は続けているそうです）。
　結婚52年の奥様は｢主人は全国折食品容器連合会の
会長を努めたり、地域のお役に立ったり、仕事、仕事、趣
味も仕事で、本当に良く働きました」とおっしゃっていま
す。ご本人も「時代の変化に対応するのは大変だったが
良くやってこられたと思う」とおっしゃり、後継者の息子さ
んに期待しつつ、まだまだお忙しそうです。   （Ryoko)

少年野球チーム

『あきらめずに挑戦する子ども』を応援する

株式会社カワタ 会長
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